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こ
の
作
品
に
は
様
々
な
出
会
い
の
連
鎖
が
働
い
て
い
る
。
書
く
前
に
意
識
し
て
い
る

こ
と
や
書
き
な
が
ら
思
い
出
す
こ
と
、
書
い
た
後
で
気
づ
く
こ
と
な
ど
。
「
浜
辺
の

歌
」
を
口
ず
さ
む
た
び
、
二
番
の
歌
い
納
め
の
フ
レ
ー
ズ
「
貝
の
色
も
」
が
心
に
と

ま
っ
て
い
て
、
も
の
言
わ
ぬ
貝
に
い
つ
か
語
ら
せ
よ
う
と
願
い
、
よ
う
や
く
描
く
こ
と

が
で
き
た
わ
が
人
生
の
「
貝
の
色
」
。
き
っ
か
け
は
、
セ
ン
タ
ー
の
書
架
に
見
つ
け
た

『
浜
辺
の
歌
思
い
出
集
』
と
い
う
平
成
十
年
発
行
の
郷
土
出
版
物
。
編
集
者
は
「
秋
田

県
岩
城
町
」
で
、
成
田
為
三
が
道
川
海
岸
で
曲
想
を
練
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
あ
や

か
り
、
町
が
応
募
を
呼
び
か
け
、
選
ば
れ
た
作
文
集
で
あ
る
。
入
賞
作
品
を
含
む
百
五

編
を
選
ん
で
載
せ
た
、
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
一
冊
と
出
会
い
、
私
版
「
浜
辺
の
歌
」

自
由
詩
が
形
を
成
し
た
。 

 
 

貝
と
言
え
ば
、
心
に
浮
か
ぶ
名
作
が
あ
る
。
私
の
詩
中
に
登
場
す
る
「
つ
め
た
貝
」

を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
美
し
い
貝
を
モ
チ
ー
フ
に
書
か
れ
た
『
海
か
ら
の
贈
物
』

（
ア
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ　

吉
田
健
一
訳
）
。
こ
ち
ら
の
「
貝
の
色
」
は
読
む
た
び
に

知
恵
深
く
光
り
、
静
か
な
勇
気
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
貴
重
な
一
冊
だ
。 

　

小
畑
勇
二
郎
氏
の
言
わ
れ
る
「
本
当
に
満
足
で
き
る
何
か
を
求
め
て
生
き
て
い
る
」

人
を
、
書
架
の
本
は
待
っ
て
い
る
。
流
行
と
は
直
接
縁
の
無
い
顔
で
、
貝
殻
の
中
に
紛

れ
た
一
つ
の
生
き
た
貝
の
よ
う
に
、
艶
や
か
な
命
の
光
を
内
に
秘
め
て 
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花
野
ゆ
く
心　
　
　
　
　
　
　

  
 
  

 
 
  

 
  

 
 
  

 
 　

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

所
長　

鈴
木　

修
一　
　
　

　

十
一
月
十
三
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
「
生
涯
学
習
推
進
五
〇
周

年
」
を
記
念
す
る
生
涯
学
習
・
社
会
学
習
研
究
大
会
が
催
さ
れ
た
。
所
長
室
に
、

代
々
読
み
継
が
れ
た
原
点
と
も
言
う
べ
き
本
が
あ
り
、
私
も
新
た
な
付
箋
を
一
枚
加

え
た
。　
　
　

　
　

こ
の
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
の
は
「
心
の
豊
か
な
」
人
々
だ
と
思
う
。
心
の
豊　
　

　
　

か
な
人
と
は
、
人
生
へ
の
充
実
感
を
持
っ
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
私
は
思

　
　

う
。
本
当
に
満
足
で
き
る
何
か
を
求
め
て
生
き
て
い
る
人
の
心
は
豊
か
で
あ
る
。

『
秋
田
の
生
涯
教
育
』
小
畑
勇
二
郎
著 

   

「
豊
か
さ
へ
の
旅
」
と
題
す
る
セ
ン
タ
ー
の
広
報
に
、
自
作
詩
が
掲
載
さ
れ
た
の

が
平
成
の
初
め
の
こ
ろ
、
当
時
「
豊
か
さ
」
「
豊
か
な
心
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
目
に
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
改
め
て
気
づ
く
。
そ
れ
は
綿
々
と
受
け
継
が
れ
、
今
も
「
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
学
校
教
育
」
と
い
う
県
の
学
校
教
育
の
目
標
に
息
づ
い
て
い
る
。

「
生
涯
学
習
」
と
い
う
求
め
て
や
ま
な
い
知
と
情
の
旅
を
、
小
畑
氏
は
句
に
託
す
。 

　
　

行
け
ど
行
け
ど
果
て
し
も
見
え
ぬ
花
野
か
な 

　
　 

　
花
野
行
く
耳
に
き
の
ふ
の
峡
の
聲 

　

響
き
合
う
郷
土
の
先
人
石
井
露
月
の
「
花
野
」
の
句
と
並
べ
て
示
す
。
「
秋
草
の

乱
れ
咲
く
野
を
歩
い
て
い
る
と
、
昨
日
訪
ね
た
渓
谷
で
聞
こ
え
た
妙
な
る
音
色
が
蘇

り
、
耳
の
底
に
響
い
て
い
る
。
」
、
「
行
け
ど
行
け
ど
」
の
果
て
知
れ
ぬ
豊
か
さ
と
、

「
花
野
行
く
」
の
時
空
の
重
層
感
と
い
う
厚
み
の
あ
る
豊
か
さ
。
こ
れ
ら
の
句
に
、

現
代
の
人
々
が
忘
れ
か
け
た
真
の
「
心
の
豊
か
さ
」
を
思
う
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は

い
ま
、
憧
れ
て
何
か
を
求
め
る
熱
情
を
失
い
か
け
た
ま
ま
、
見
映
え
の
良
い
既
成
の

豊
富
な
選
択
肢
を
結
び
続
け
る
よ
う
に
し
て
、
少
々
雑
に
自
分
の
人
生
を
紡
い
で
は

い
な
い
か
。
還
暦
を
迎
え
、
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
い
う
成
句
の
力

に
肯
く
自
分
が
い
る
。
露
月
句
を
も
じ
り
、
「
花
野
行
く
耳
に
生
涯
学
習
先
人
の

声
」
な
ど
と
嘯
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
聞
い
た
歌
や
、
読
ん
だ
本
と
の
出
会
い
が
、

今
の
創
作
活
動
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
ひ
そ
か
な
喜
び
を
覚
え
て
い
る
。 

 

童
女
の
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は 

私
に
遅
れ
て
貝
殻
を
拾
う
妻 

さ
く
ら
貝
は
見
つ
か
っ
た
だ
ろ
う
か 

妻
に
見
せ
よ
う
と
拾
っ
た
一
枚
は 

指
さ
き
で
儚
く
割
れ
て 

 

貝
殻
溜
ま
り
に
は 

二
枚
貝
の
生
前
の
天
敵
も
い
る 

硬
質
の
蝸
牛
の
よ
う
な
つ
め
た
貝 

殻
の
先
っ
ぽ
に 

穴
が
開
い
て
い
る
の
は 

つ
め
た
貝
の
餌
食
に
な
っ
た
証
拠 

痛
々
し
い
か
ら
一
緒
に
し
な
い 

娘
ら
と
共
に
過
ご
し
た
昔
の
よ
う
に 

ど
こ
に
飾
る
と
い
う
あ
て
も
な
し
に 

持
ち
帰
る
つ
も
り
の 

色
と
り
ど
り
の
貝
殻 

一
つ
見
つ
け
た
口
を
閉
じ
た
小
さ
な
貝 

内
に
秘
め
た
艶
や
か
な
命
の
光
と

持
ち
重
り
す
る
感
覚
を
掌
に
包
み 

追
い
つ
い
た
妻
に
見
せ
て
波
へ
と
返
す 

　
　
自
作
詩
「
秋
色
の
渚
」の
一
節
　 

･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･

････
･･

は
か
な

か
た
つ
む
り

か
い

こ
え

う
そ
ぶ

う
な
ず



　　　　　　　　　　　　　　　 

　県立図書館では、郷土を知り、研究する手がかりと
するために、秋田県に関する資料や、秋田県ゆかりの
人物に関する資料（郷土資料）を積極的に収集し、利
用者の皆様に提供できるよう整理を行い、保存してい
ます。

　　　　　　 　 　　　　　　 【収集】著者や出版社
                              等から寄贈いただい      
                      　　　　たり、地域の書店か
　　　　　　　　　　　　　　　ら購入したりしてい
　　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　　　 【整理】データを登録

　　　　　　　　              し、バーコードやラ　
　　　　　　　　　　　　　　  ベルの貼付等、必要 
                              な処置をして皆様に
                              提供します。
　　　　　　　　　　　　　　 【保存】必要に応じて
　　　　　　　　　　　　　　　中性紙のケースに入　　
　　　　　　　　　　　　　　　れるなど、劣化を防
　　　　　　　　　　　　　　　ぐように留意します。 
　　　　　　　　 　　　　　　

【選書から発注まで】　

　県立図書館に必要な新刊図書の選定は、司書資格を
持つ職員が中心となり、年間を通じて行っています。
文芸書やビジネス書、絵本、外国語図書など各分野の
出版社や書店のカタログのチェックや、メディアで話
題となった本の情報収集の他、利用者によるリクエス
ト等も取り入れつつ、県民に必要な情報を迅速に提供
するための選書を心がけています。また、農業や医療
等の専門分野の選書は、県農業試験場や秋田大学医学
部といった県内の専門機関に御協力いただいています。
　選定された資料は、図書館長の決裁を受けた上で発
注・購入されることとなります。　　　　　　     

                               　 

 【納品から装備まで】 
　　　　　　　　　　　　　　　　図書が納品された
　　　　　　　　　　　　　　　後は、検収、登録、
　　　　　　　　　　　　　　　装備といった作業を
　　　　　　　　　　　　　　　経て書架に並べられ
　　　　　　　　　　　　　　　ます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　毎週約２００～３　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　００冊の新刊書が届
　　　　　　　　　　　　　　　きます。検収作業で
　　　　　　　　　　　　　　　は冊数と金額を確認
　　　　　　　　　　　　　　　し、落丁や汚れ等が
ないか１冊ずつ見ていきます。

 

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  検収が済むと、タイト　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ルや著者名、出版社、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   価格、分類 （ジャンル） 
                                                                 等の情報をシステムに　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録し、 続いて図書の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帯や付録を見返 し（表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙の裏）に貼ったり、フィ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルムコーティングしたり  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といった「装備」と呼ば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる作業を行います。 
 

 　                                   
　　　　　　　　　　　　　こうした作業を終えた後、 
                                                                カウンター担当へ引き渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  され、 内容を吟味した上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  でどのコーナーに置かれ
                                                                るかが決定されます。 

 
　                                     年に２回、５日間ず

　　　　　　　　　　　　　　 つ休館し、蔵書の点検
                             や書庫の整理等を行っ
                             ています。（今年度は
　　　　　　　　　　　　　　 １２月２日（水）～６
                             日（日））。閲覧室に
                             は常時１７万～１８万
                             点の図書や雑誌、視聴
                             覚資料がありますが、
                             資料の在庫状況や、正
　　　　　　　　　　　　　　 しい書架に配置されて
　　　　　　　　　　　　　　 いるか等を確認するた
めの大切な作業です。職員総出で１点ずつバーコードの
チェックを行い、併せて資料の保管や出し入れが速やか
にできるよう閲覧室や書庫の整理も行います。 
  
  御紹介したように、県立図書館では多様なニーズに応
じた資料の収集から提供を通じて、県民の皆様が常に快
適に図書館を利用できるよう努めています。 
 　　　

　　　

特
集本が書架に並ぶまで　　　

県立図書館は明治３２年の開館から１２１年目を迎え、蔵書は約９４万冊となりました。現在も毎年約
２万冊の図書を新たに受け入れています。図書がどのような過程を経て利用者の手元に届くのか、カウ
ンターでは見えない資料収集の仕事を、郷土資料と一般の新刊図書についてご紹介します。 

４階書庫にある郷土資料の書架。
市町村広報やフリーペーパーな
ど、本以外の資料もあります。  

職場体験に訪れた高校生が検
収作業を体験  

装備作業の様子。付録が紛失 
しないよう手作業で貼り付け
ます。    

作業を終えた新刊がいよいよ閲
覧室へ届けられます。  

蔵書点検では限られた時間で
大量の図書の確認作業を行い
ます。

～図書資料班の主な業務～

①郷土資料の収集、整理、保存

②新刊図書の収集

③蔵書点検



  ７月４日（土）～８月４日（火）まで、埋蔵文化

財センターとの連携展示「縄文石器を旅する」を開

催しました。今回の展示では、埋蔵文化財センター

が県内の縄文時代の遺跡から発掘した多くの石器が

出品された他、石器の製作過程や用途等を説明した

パネルや写真が提示されました。近年の石器石材の

研究成果やそれぞれの石器の機能を推定させる使用

痕の分析結果、さらに現在の石器製作技術の復元過

程など、秋田県における縄文時代の石器研究の最前

線を紹介する展示になりました。　　　　　　　　　　　　　　 

　また今回の展示では、来館者のスマートフォンや

タブレットで、展示ガラスの下方、数か所に置かれ

たＱＲコードを読み取ると、音声解説を聴くことが

できました。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　１０月１３日（火）、秋田県生涯学習センターを

会場として、秋田県図書館大会を開催しました。 

　はじめに、『あきた文学資料館と「秋田の文

学」』と題し、京極雅幸あきた文学資料館副館長が

講演を行いました。文学資料を収集・整理するだけ

ではなく、それらを工夫して展示することで様々な

反応が返ってくること、情報センター的役割を果た

すために日々活動していることなどが紹介されまし

た。 

  情報交換では、新型コロナウイルスへの各館の対           

Ｔｏｐｉｃｓ ～県立図書館の事業やイベントなどの紹介～

埋蔵文化財センターとの連携展示
「縄文石器を旅する」

    秋田県図書館大会

応について、北秋田市鷹巣図書館、由利本荘市中央

図書館、大仙市立大曲図書館、県立図書館が発表し

ました。さらに、「新型コロナウイルス感染症対策

に関するアンケート」の結果から、県内の対策やそ

れにより生じた課題などが報告されました。  

　　　　　　　 

　　　　　　　　

                               

遺跡周辺の写真と遺跡から
出土した石の展示

音声解説の案内

京極副館長による講演

                      

　「県民読書の日」である１１月１日（日）に、２

つのイベントを開催しました。

　午前中は、県立図書館が所蔵する貴重資料『亜墨

新話（あぼくしんわ）』の紹介を行いました。

　１８４１年、日本近海で遭難した阿波国の船乗り

たちが日本に帰ってくるまでの道のりや出来事を、

県立図書館の柏倉良明社会教育主事が解説しました。

参加者は熱心に説明を聞き、講演終了後も質問をす

るなどしていました。

　午後は、小学生とその保護者を対象とした「県立

図書館探検隊」を行いました。

　参加者は４階と１階の書庫を見学し「羽州久保田

大絵図（うしゅうくぼたおおえず）」「本草図譜

（ほんぞうずふ）」などの貴重資料を見たり、明治

期に発行された新聞や雑誌が今でも読める状態で保

管されている様子を確かめたりしました。見学をと

おして参加者は、図書館が様々な資料を収集・整

理・保管し、利用できる状態を保つよう努めている

ことを知り、図書館に対する理解を深めていました。

                             

１階書庫では、雑誌が保管さ
れている集密書架を見学しま
した。

貴重資料紹介・県立図書館探検隊

こん
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Ｐｉｃｋ ｕｐ ～各班からの話題～

　  資料を保存するために 

ミニ展示のご案内 　　

　

　

　

　

　

　

図書資料班
学校向けセットのリリースについて      

情報班・サービス班

企画・広報班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　県立図書館では、破

　　　　　　　　　　　　　　損したり、汚れたりし
　　　　　　　　　　　　　　た資料については保存
　　　　　　　　　　　　　　のため修理を行ってい
　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　　　　ページの破れ、水濡
　　　　　　　　　　　　　　れ等、様々な状態の資
　　　　　　　　　　　　　　料を可能な範囲で修理
　　　　　　　　　　　　　　していますが、郷土資　
　　　　　　　　　　　　　　料など特に替えのきか
　　　　　　　　　　　　　　ないものについては、
　　　　　　　　　　　　　　製本の構造や経年劣化
　　　　　　　　　　　　　　等を考慮した上で慎重
　　　　　　　　　　　　　　に作業しなければなり
ません。技術と経験を要する業務の一つです。 
 　県立図書館の資料は県民皆様の財産です。大切に
利用してくださるようお願いします。 
　　　　　　　　　　　　　　　

　県立図書館では、高等学校・特別支援学校向けに、
専用のセット資料を作成しています。セット資料は
毎年４月と１１月に新しいものを追加・更新してい
ますが、今年の１１月は人気のあるショートストー
リー、ライトノベルや社会的に関心の高いＳＤＧｓ、
自伝など３８コンテナを追加し、全部で７３テーマ、
４１５コンテナとなりました。１つのコンテナには
テーマ毎に４０冊ほどの本をまとめていて、今年の
４月から既に３００コンテナ、１万冊以上の本が図
書室や授業などで利用されています。　　
　

 
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　ミニ展示は、県民の
　　　　　　　　　　　　　　皆様に知っていただき
　　　　　　　　　　　　　　たい事柄をテーマにし
　　　　　　　　　　　　　　て県の関係部署と連携
　　　　　　　　　　　　　　を取りながら、時期・
　　　　　　　　　　　　　　場所を不定期に展開し
　　　　　　　　　　　　　　ています。１１月５日
　　　　　　　　　　　　　　から１２月２２日まで、　
　　　　　　　　　　　　　　秋田県の新ブランド米
　　　　　　　　　　　　　　『サキホコレ』誕生を
　　　　　　　　　　　　　　祝い、お米や農業に関
　　　　　　　　　　　　　　連した本を集めて展示
　　　　　　　　　　　　　　しました。秋田県庁の
　　　　　　　　　　　　　　秋田米ブランド推進室
からは『サキホコレ』に関する各種ポスターなどを提
供してもらいました。『サキホコレ』は令和４年に本
格デビュー予定ですが、周辺情報を仕入れて待つのも
一つの楽しみ方ではないでしょうか。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅｖｅｎｔ
■近代美術館との連携展示

　  特別展示「山岳の美・水辺の美」

　

　自然界が見せてくれる四季折々の姿は、人々を魅了

してやみません。作家たちもまたそれに心をひかれ、

思いを作品に表してきました。今回の展示では、近代

美術館が所有する所蔵品中から、特に「山」や「水

辺」を描いた作品を取り上げ紹介します。

　

【期間】１２月１２日（土）から１月２６日（火）

　　　　まで

　　　　　※毎週水曜日、１２月２８日（月）から　　

　　　　　　１月３日（日）までは休館日

【時間】午前９時３０分から午後５時まで

【会場】特別展示室

【参加費】無料　

【主な展示作品】佐々木良三「限定海域のものたち」、

　横山津恵「双生」、寺崎廣業「絶峰催春」

　福田豊四郎「冬山小景」　　　　　　　　ほか　　

巡り合えたら幸運？！　
ミニ展示紹介

セット資料の一例

～イベント ・催し物のお知らせ～

修理の様子。場合によっ
ては表紙を外して一から
ページを綴じ直すことも


